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1 はじめに 
CRC チェックサムは、トランスミッション全体にわたって演算されます。CRC ミスマッチが検出さ

れれば、SHTxx をリセット(コマンド｢00011110｣)して、再測定しなければなりません。 
 
 
 
2 理論 
｢巡回冗長検査｣を意味する CRC は、最も有効なエラー検出方式のひとつで、最小限のハードウェア

しか必要としません。 
CRC の詳細については、http://www.repairfaq.org/filipg/LINK/F_crc_v3.html 上の、総合ガイド｢A 
painless guide to CRC error detection algorithms｣を参照されることをお勧めします。 
 
SHTxx に用いられている多項式は x8+x5+x4で、この多項式により検出されるエラーの種類は次の通

りです。： 
1. トランスミッション内部のすべての奇数エラー 
2. トランスミッション内部のすべてのダブルビット･エラー 
3. 8 ビット｢ウィンドウ｣(1-8 ビットは不正確)内部に含まれることのあるすべてのエラー･クラスタ 
4. 大きなエラー･クラスタの大多数 
 
CRC レジスタは、状態レジスタ(｢0000’S3S2S1S0｣、デフォルト｢00000000｣)の下位ニブル値で初期化

し、これにより肯定応答ビットを伴わないトランスミッション(指令と応答バイト)全体をカバーしま

す。CRC 読み出しの例は、4 頁目のデータシート SHT11 を参照してください。 
レシーバは、オリジナルメッセージの先頭部分に接すると同時に演算を実行することができ、続いて

演算結果と受け取った CRC-8 とを照合します。CRC ミスマッチが検出されれば、SHTxx をリセッ

ト(コマンド｢00011110｣)して、再測定しなければなりません。 
 
このアプリケーションノートでは、CRC チェックの二つの手法を紹介します。ひとつは｢ビット方式｣

で、ハードウェアや低レベルのインプリメンテーションに適していて、もうひとつの｢バイト方式｣は、

より強力なマイクロコントローラのソリューションに適しています。 



2.1 ビット方式 
ビット方式では、レシーバはハードウェアやソフトウェア内の CRC ジェネレータの構成をコピーし

ます。 
この演算のアルゴリズムは次のようなものとなります： 

1) 状態レジスタの下位ニブルに CRC レジスタを初期化 
((S0S1S2S3’0000)に反転) 

2) それぞれ(送信と受信)のビットをビット 7 と照合 
3) 同一のとき：CRC レジスタをシフト、ビット 0＝｢0｣ 

その他のとき：CRC レジスタをシフトし、ビット 4 とビット 5 を反転、 
ビット 0＝｢1｣(図 1 参照) 

4) 新規ビットを受け取り、2)へ 
5) SHTxx から取り出した CRC 値は反転 (ビット 0＝ビット 7、ビット 1＝ビット 6…ビッ

ト 7＝ビット 0)せねばならず、これで最終 CRC 値との照合が可能になる。(2) 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 SHTxx CRC-8 ジェネレータの内部構成 
 
2.1.1 ビット方式の例 
例 2：RH 測定(データシートでの例) 
ｲﾝﾌﾟｯﾄ 
ﾋﾞｯﾄ 

ﾋﾞｯﾄ 7…ﾋﾞｯﾄ 0 0x dec コメント 

 0000’0000   開始値 
下記(1)参照 

0 0000’0000 00 0 コマンド 1stビット 
0 0000’0000 00 0 コマンド 2ndビット 
0 0000’0000 00 0  
0 0000’0000 00 0  
0 0000’0000 00 0  
1 0011’0001   CRC EXOR 多項式 
0 0110’0010    
1 1111’0101 F5 245 コマンド後 CRC 
0 1101’1011   測定 1stバイト(MSB) 
0 1000’0111    
0 0011’1111    
0 0111’1110    
1 1100’1101    
0 1010’1011    
0 0110’0111    
1 1111’1111 FF 255 CRC 値 
0 1100’1111   測定 2ndバイト(LSB) 
0 1010’1111    
1 0101’1110    
1 1000’1101    
0 0010’1011    
0 0101’0110    
0 1010’1100    
1 0101’1000 58 88 最終 CRC 値 



 
例 1：0x40 を含む状態レジスタの読み出し 
 
ｲﾝﾌﾟｯﾄ 
ﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ 7…ﾋﾞｯﾄ 0 Ox dec コメント 

 0000’0000   開始値 
下記(1)参照 

0 0000’0000 00 0 コマンド 1stビット 
0 0000’0000 00 0 コマンド 2ndビット 
0 0000’0000 00 0  
0 0000’0000 00 0  
0 0000’0000 00 0  
1 0011’0001   CRC EXOR 多項式 
1 0101’0011    
1 1001’0111 97 151 コマンド後 CRC 
0 0001’1111   状態レジスタ 1stビット(MSB) 
1 0000’1111    
0 0001’1110    
 0011’1100    

0 0111’1000    
0 1111’0000    
0 1101’0001    
0 1001’0011    
0  93 147 147 最終 CRC 値 

 
(1) 下位ニブルのみ、全バイト反転 ( 状態 レジスタ＝ [S7S6S5S4’S3S2S1S0] － ＞開始値 ＝

[S0S1S2S3’0000]) 
(2) これは、その他の CRC インプリメンテーションとは異なる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.2 バイト方式 
 
このインプリメンテーションでは、CRC データは 256 バイト参照用テーブルに格納されます。 
次の演算を実行します。 

1. 状態レジスタ値の下位ニブル値で CRC レジスタを初期化(反転済み(S0S1S2S3’0000))。
(デフォルト｢00000000｣＝0) 

2.  先の CRC 値で、それぞれ(送信と受信)のバイトの XOR をとる 
  得られた値が、CRC 値を求めるのに必要な新規バイトとなる 
3. この値をテーブルの指標として用い、新規の CRC 値を求める 

 4. 2.)以降を繰り返し、プロセスの終わりまですべてのバイトを送っていく 
5. テーブルから引き出した最後のバイトが、最終 CRC 値となる 
6. SHTxx から取り出した CRC 値は反転 (ビット 0＝ビット 7、ビット 1＝ビット 6…ビッ

ト 7＝ビット 0)せねばならず、これで最終 CRC 値との照合が可能になる。(2) 
 



 
2.2.1 256 バイト CRC 参照用テーブル 

 
 
 
 
 
2.2.2 CRC 参照用テーブルのコード例 
次の手順で CRC-8 が演算されます。演算結果は可変 CRC に蓄積されます。 
 

 
 


